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 要 旨   

目的： 小児期逆境体験（ACE）は、メンタルヘルスや薬物使用と関連している。物質使用障害があ

ると過剰摂取（OD）のリスクが高まる。ACE と OD リスクに関する研究は限られている。本研究で

は、依存症および精神科外来の患者を対象に、ACE スコアと自己申告による OD 歴との関連を検討

した。 

 

方法： 本研究は単一施設での横断的デザインにより、2017年 11月から 2020 年 8月にかけて、依

存症と精神疾患の重複障害の外来治療プログラムに参加している成人を対象とした。患者（N＝115）

は、ACE と OD 歴を含む自記式の調査票で評価された。二変量および多変量ロジスティック回帰を

用いて、自己申告による OD 歴と関連する因子を決定した。ACEs 尺度の信頼性と妥当性を評価し

た。 

 

結果： 115名の参加者のうち、26名（22.6％）が受診時に過去の OD を報告した。OD歴のある参

加者の平均 ACEスコアは、OD歴のない参加者と比較して、4.0（標準偏差、2.7）対 2.3（標準偏差、

2.2）であった。多変量回帰では、ACE スコアが高いほど OD 歴と関連していた（調整オッズ比、

1.23；95％信頼区間、1.00-1.50；P = 0.0456）。 

 

結論： ODと高い ACEスコアとの間に観察された関連性を考慮すると、外来の重複障害クリニック

で治療を受ける患者は、ACE と OD 歴のスクリーニングを受けるべきであり、トラウマに配慮した

治療や適切なサービスへの紹介の機会を提供すべきである。 

 

 


